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小・中学校陸上競技大会
秋晴れの中、各競技では熱戦が繰リ広

げられ、スタン ドからも熱い声援が送ら

れました。
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千
代
田
区
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
個
性
を

十
分
に
伸
ば
し
、
自
分
に
あ
っ
た
中
学
校
を

選
択
で
き
る
よ
う、

小
学
校
6
年
生
を
対
象

と
し
て
学
校
選
択
制
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
の
申
請
状
況
は
、

10
月
14
日
現
在
で
、

左
記
の
と
お
り
で
す
。
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ー

、

麹
町
中
学
校

42人

、

九
段
中
学
校

208
人

~
●
神
田

＿
橋
中
学
校

7
8人

、

総
計

428
人

....................................................... 

こ
の
結
果
、

九
段
中
学
校
は
、
申
請
時
点

で
1
6
0
名
の
受
入
可
能
数
を
越
え
ま
し
た
が
、

私
立

・
国
立
校
へ
の
進
学
等
に
よ
り
入
学
時

点
で
は
受
入
可
能
数
を
越
え
な
い
と
判
断
し

ま
し
た
の
で
、
入
学
者
を
確
定
す
る
た
め
の

抽
選
は
実
施
し
ま
せ
ん
。

■今
後
の
予
定

①

10
月
1
日
ま
で
に
学
校
選
択
の
申
請
を

さ
れ
た
方

希
望
さ
れ
た
中
学
校
を
指
定
校
と
し
た
就
学

通
知
を
平
成
17
年
1
月
末
に
送
付
し
ま
す
。

②

10
月
2
日
以
降
区
内
に
転
入
さ
れ
た
方

教
育
委
員
会
か
ら
各
ご
家
庭
に
郵
送
す
る
、

入
学
に
関
す
る
ご
案
内
に
従
っ
て
学
校
選
択

の
申
請
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
手
続

完
了
後
、
就
学
通
知
を
発
送
し
ま
す
。

中

学

校

選

択

申
請
状
況
に
つ
い
て

③
九
段
中
学
校
の
繰
上
入
学

九
段
中
学
校
の
受
入
可
能
数
員
に
欠
員
が

生
じ
た
場
合
、
次
の
順
に
繰
上
入
学
の
ご
案

内
を
し
ま
す
。

①
10
月
2
日
以
降
に
千
代
田
区
に
転
入
さ
れ

九
段
中
学
校
入
学
希
望
者
と
し
て
、
名
簿

登
録
を
行
っ
た
区
民
の
方

②
区
域
外
就
学
者
で
、
既
に
抽
選
に
よ
っ
て

登
録
順
位
が
確
定
し
て
い
る
方

①
区
域
外
就
学
者
で
千
代
田
区
立
中
学
校

へ
の
入
学
を
希
望
さ
れ
て
い
る
方

現
在
、
千
代
田
区
立
小
学
校
に
区
域
外
就
学

で
在
籍
し
、
引
き
続
き
千
代
田
区
立
中
学
校
に

区
域
外
就
学
を
希
望
す
る
方
は
、
既
に
ご
案
内

の
と
お
り
別
途
手
続
き
が
必
要
で
す
。

⑤
私
立
中
学
校
等
に
進
学
が
決
ま
っ
た
方

千
代
田
区
民
の
方
で
、
受
験
等
に
よ
り
、
私

立

・
国
立
中
学
校
に
進
学
さ
れ
る
方
は
、
進
学

先
の
学
校
長
が
発
行
す
る
入
学
許
可
書
を
、
左

記
問
合
せ
先
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
区
域
外
就
学
者
で
私
立

・
国
立
中
学

校
に
進
学
さ
れ
る
方
は
、
左
記
問
合
せ
先
に
電

話
連
絡
の
う
え
、
地
元
教
育
委
員
会
へ
同
様
の

入
学
許
可
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■選
択
希
望
を
変
更
さ
れ
る
方

今
後
、
選
択
校
の
変
更
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
平
成
1
7
年
2
月
2
8
日
ま
で
に
、
変
更
届

の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

【問
合
せ
】

教
育
総
務
課
学
務
係

電
話
5
2
1
1
|
4
2
8
4

新校舎 完成予想図

|
 

新
校
舎
建
設
地

靖国神社

よ
り
良
い
教
育
条
件
、
教
育
環
境
を
確

保
す
る
た
め
、
神
田
地
区
の

一
橋

・
今

川
•

練
成
の
3

中
学
校
は
、
来
年
4

月
に

対
等
合
併
し
、
神
田

一
橋
中
学
校
と
し
て

新
た
な

一
歩
を
踏
み
出
し
ま
す
。

本
年

4
月
か
ら
進
め
ら
れ
て
き
た
交
流

事
業
も

8
か
月
が
過
ぎ
、
さ
ま
ざ
ま
な
交

流
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

●
軽
井
沢
移
動
教
室
(

3

校
の

1
年
生
が

参
加
）

●
軽
井
沢
夏
季
施
設
（
今
川
中
学
校
、
練

成
中
学
校
の

2
年
生
が
参
加
）

●
保
田
夏
季
施
設
（
今
川
中
学
校
、
練
成

中
学
校
の

1
年
生
が
参
加
）

●
合
同
チ
ー
ム
で
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の

練
習
（
今
川
中
学
校
、
練
成
中
学
校
）

●
テ
ニ
ス
の
合
同
部
活
動
(

3

校）

●
生
徒
会
の
交
流

●
今
川
中
学
校
運
動
会
の
パ
ン
食
い
競
争

に

一
橋
中
学
校
生
徒
が
参
加

●

一
橋
中
学
校
運
動
会
の
綱
引
き
に
今
川

中
学
校
生
徒
が
参
加

●
連
合
文
化
祭
の
合
唱
合
同
練
習
(
-
橋

中
学
校
の

2
年
生
、
今
川
中
学
校
の

1

.
2
年
生
が
参
加
）

一一

● 白百合学園小学校

至市ヶ谷

至飯田橋

早
稲
田
通
りー
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●

新

校

舎

周

辺

図

●

下段九至

平
成

16
年

12
月
3

日
、
区
議
会
第

4
回
定
例
会
に
お
い
て
、
千
代
田
区
立
学
校
設
置
条
例
の

一
部

改
正
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
「
千
代
田
区
立
九
段
中
等
教
育
学
校
」
が
開
校
す
る

こ
と
が
正
式
に
決
ま
り
ま
し
た
。

ま
た
、
現
九
段
高
校
施
設
と
併
せ
て
使
用
す
る
予
定
の
新
校
舎
の
建
設
工
事
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。

完
成
は
、

平
成
18
年

2
月
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

一
橋
・
今
川
•
練
成

神
田
地
区

3
中
学
校

＇
ー
し

‘
,
4
 

千代田区立九段中等教育学校新校舎 （上）は、現都

立九段高校の北側に建設されます。

冷暖房が完備される普通教室 （右）は、3階～ 5階

に学年ことに配置します。オーフンスベース （下）は、

職員室前に設置し、先生と生徒の打合せなどに利用で

きます。図書室は、登下校時にも気軽に立ち寄れるよ

う、1階に設置しました。また、太陽光発電や屋上緑

化など、環境にも配慮しています。

11
月
5

日
に
千
代
田
区
公
会
堂
で
開
催

さ
れ
た
連
合
文
化
祭
で
は
、
千
代
田
区
立

5

中
学
校
の
生
徒
が
集
い
、
英
語
劇
、
合

唱
、
吹
奏
楽
の
分
野
で
日
ご
ろ
の
成
果
を

発
表
し
ま
し
た
。

そ
の
中
で
も
合
唱
の
部
で
は
、

一
橋
中

学
校
2
年
生
、
今
川
中
学
校
1
.
2
年
生
、

練
成
中
学
校

2
年
生
の
約

200
人
が
舞
台
い

っ
ぱ
い
に
集
ま
り
、
「
夢
の
世
界
」
を
合
唱

し
ま
し
た
。

【お問合せ】 中等教育学校について

新校舎について

中等教育学校開設課

校舎整備主査

千代田区立九段中等教育学校
新校舎概要

所在地 ：千代田区富士見 1-10-14

敷地面積： l,247.68m2

構 造 ：鉄骨・鉄筋コンクリート造(SRC造）

地上6階建て

延べ面積 ：4,252m2

高 さ ：25.55m

主な内容：普通教室 12室、少人数学習室 6室、

視聴覚室、図書室、校長室、職員室、保健

室、カウンセリングルーム ほか

TEL (521 l) 4277 • 4281 

TEL (521 l) 4278 
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ウエストンミンスター市への

イギリスに到着した翌日には、派遣生徒は、

イギリスでのパートナーと一緒にグリニ ッジ天

文台、ウエストミンスター寺院、国会議事堂を

見学しながら、親交を深めました。

また、学校生活、家庭生活をとおして、生徒

一人ひとりは日本と異なる点、共通する点など

を実感できました。

課題学習の様子一国会議事堂前にて一

11/1 (fj) 

11/2因

11/3困

11/4（木）

11/5 (ili') 

11/6 (±) 

11/7 (El) 

11/8 (fj) 

日本出国 →英国入国

課題学習l→ グリニッジ天文台

ウエストミンスター寺院

学校生活

学校生活

課題学習2→オックスフォード・コッツヲルズ見学

家庭生活

家庭生活

課題学習3→セ ントポール大聖堂 ・ロンドン塔

大英博物館ほか

11/9因 学校生活

11/10困 ホストファミリーとの別れ

課題学習4→ ハンプトンコート ・ウインザー城

英国出国

11/11（木）帰国

, --,,.J ` r-.,  

·—·· -『 青
グレイコート ・ホスピタル校にてーフランス語の授業に出席一

〇生徒はみんな明るく、目が合えば必ず声を掛

けてくれました。日本のことにも関心をもっ

てくれました。

0ホストフ ァミリ ーのお父さん • お母さんが、

私のことを本当の子どものように思ってくれ

て、大変嬉しく感じました。

〇最初は上手くいきませんでしたが、自分から

仲良くしたいという 気持ちを示さなければと、

積極的に行動した結果、パートナーや家族と

うち解けることができました。

〇英語やロンドンのことを学べただけでなく、

人の優しさ、友だちの大切さ、家族の温かみ

を改めて実感できました。

〇この体験をこれからの生活にどう生かしてい

くかが大切だと感じました。新たな目標が出

来ました。

0朝ご飯はシ リアルだったので、少しつらかっ

たです。

BEEFEATER（ビーフィーター）と記念撮影ーロンドン塔にて一

国芦
ノ し ＝ 」生徒り八繕全育成り）たり）に

U 、,.,..
二―4• 
正 ；」／ 』［揺摩訓四

警視庁と千代田区教育委員会は、青少年の非行問題が多様化、深刻化している現状を踏まえ、都

内における児童 • 生徒の非行及び犯罪被害の防止と健全育成対策を効果的に推進するため、「警察

・学校相互連絡制度」に関する協定を締結しました。

千代田区教育委員会では本協定を実施する上で取り扱う児童•生徒の個人情報を適正に管理し、

個人情報の保護を図るために必要な事項を定めたガイドラインを策定しています。

噸 較

【学校からの連絡事案】
••••••••••••••••••••••••••••• 

●深刻な暴力、刃物を使った傷

害等

●薬物使用、援助交際等

●暴走族、深刻な学校間抗争等

●その他、上記事案に準じ、校長

が特に必要と判断した問題行動

※上記事案であっても、学校内組織

による対応及び家庭との連携な

ど警察以外との協力によ り

解決が図られる事案

は除く 。

會
●警察への連絡内容は

事前に協議・調整

●警察からの連絡内容

を報告

↓
 

← 

一

警

【警察からの連絡事案】
••••••••••••••••••••••••••••• 

●逮捕事案

●ぐ犯事案

●その他、非行少年等及び児童・

生徒の被害に係る事案で警察署

長が必要と認めた事案

●ガイドラインの主な項目

•連絡の対象事案 ・学校の役割

•学校が連絡を取る警察署 •連絡の範囲

•連絡担当者 ・連絡の方法

•記録の作成及び報告

•学校における情報の適正管理

•警察から連絡を受けた場合の学校の対応

※協定書及びガイドラインは、個人情報保護審議

会の意見を踏まえ作成したものです。
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▲落ち葉のプールで遊んだよ

-11月12日ー

▲見て！大きいお芋が掘れたよ！！

一芋掘り遠足 10月21日ー

ン ・ - 、と

▲海外からのお客様と一緒に給食

ーオハイオ州教育関係者の訪問 10月18日ー

●
町
幼
稚
園

●
い
す
み
こ
ど
も
園

●
昌
平
小
学
校

● 2学期には、小中学校連合陸上競技大会(10月

7日）、中学校連合文化祭（11月5日）、小学校

連合文化祭(11月26日）といった連合行事も開

催され、学校間の交流も盛んに行われました。

残暑が厳しかった 9月からいつの間にか秋も

過ぎ、もうすく冬休み。各学校・園では 2学期

もさまざま行事が行われ、子ともたちにとって、

楽しい思い出の一つとなったことでしょう。

▲幼稚園にいろいろな動物がきたよ

ーなかよし動物村 11月19日ー

▲お父さん、

▲学年劇

お母さんと一緒に

ー全校もちつき

「リセ ットボタン」

一練成祭

11月6日ー

10月30日ー

●
番
町
幼
稚
園

●
千
代
田
小
学
校

●
練
成
中
学
校

ヒー や．＇ よ ー。 ＇ ，． と

く こ •... こ， ； d ーと

る 、一＿ • 

.. 
"---・ 

--
ー ミ

コ
●轡

▲受賞された皆さんの表彰式

【受賞作品・受賞者名】（敬称略）

●実施委員会委員長賞

［安全ですてきな町を築こうよ』

麹町中学校

●保護司会長賞

「見つけたら早めに摘もう非行の芽』

麹町中学校

●更生保護女性会長賞

「あいさつと笑顔でつくるよい社会』

麹町中学校

●審査委員会特別賞

「世の中の正しい情報見きわめよう」

●佳

「善と悪

麹町中学校

作 (30点）

自分でみわける強い意志J

麹町中学校

「明るい町あさのあいさつたいせつに」

麹町中学校

●実施委員会委員長賞

一橋中学校

「ありがとう

麹町中学校

麹町中学校

麹町中学校

1年

3年

1年

3年

2年

一言で心は

麹町中学校

佐々木恵里

1年

3年

1年

「これからも近所付き合い

春日謙吾

諏訪晃代

手塚幸福

花輪寿史

井上

1年

1年

1年

員ヽ

-10月20日区長室一

第54回「社会を明る＜する運動」
千代田区実施委員会第1回募集

社会を明る＜する運動ポスター・標語に、多数の

ご応募ありがとうございました。

選考審査会で、受賞作品が選ばれ7名の方が表

彰されました。受賞・入選作品をご紹介します。

〔問合せ 保健福祉部福祉総務課厚生係〕

歩

ぼっかぼかj

松宮充希

『こんにちはその一言でいい気分』

金内隆太郎

大切に」

樟山知世

「あいさつを毎日笑顔で元気よく 」

丹野敏宏

『あいさつでつくる交流明るい笑顔』

麹町中学校

「ひろげよう みんなとかわす

元気なあいさつJ

麹町中学校

r人に優しく 笑顔が広がる明るい社会」

麹町中学校

•「 あいさつでみんなの笑顔明るい社会J

麹町中学校

「ひとりからひろまっていく心のひかり」

麹町中学校

「一人一人が心がけ作っていこう

犯罪非行

豹町中学校

「きみの闇聞いてあげるよ原因を」

麹町中学校

「負けちゃだめ！！自分自身と犯罪に」

麹町中学校

麹町中学校

麹町中学校

麹町中学校

「みつめよう

一橋中学校

1年

1年

1年

1年

1年

2年

藤浪南夏子

なしの町」

松本佳那子

3年

3年

「出会い系それはつまり闇との出会い』

3年

吉澤美南子

高橋誉史子

「悩みなら語ってしまえ誰とでも」

3年

「持ちましょう心を戒める強い心」

3年

自分の暮らしと

2年

大川愛由

濱野陽子

国分理恵

中野梨羅

＿
橋
中
学
校

2
年

柴

崎

春

江

●
更
生
保
護
女
性
会
長
賞

中野華月

山口達也

古村和成

自分の心j

川瀬雅人

「みんなでつくろう明るい社会

みんなでなくそう

一橋中学校

「毎日のあいさつ地域の団結が

犯罪を防ぐ』

一橋中学校

「おもいやりの心導く先には明るい未来」

一橋中学校

「守ろうよ社会のルール自分から」

一橋中学校

「非行予防小さなことからコッコツと」

一橋中学校

「守ろうよ自分の心と社会のマナー」

一橋中学校

3年

3年

2年

3年

3年

3年

「僕たちの未来を壊すシンナーが」

一橋中学校

今川中学校

3年

「ゆずり合う気持ちを持てば皆笑顔」

1年

非行や犯罪j

秋元祐美絵

「本読めば新しい世界が見えてくる」

今川中学校

今川中学校

今川中学校

今川中学校

1年

2年

2年

井上

早川

小林

赤池

歩

遊

富田優希

花川仁映

匠

竹内将憲

荒木鹿蔵

桑田朋広

「優先席あなたの一言必要です』

眸

「薬物乱用あなたの命その手の中にJ

板橋奈津美

『譲リ合い少しの勇気で笑顔あふれる」

3年 河野有香

●
保
護
司
会
長
賞
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’ 
こ
の
ご
ろ
「
も

っ
た
い
な
い
」
と
い

う
言
葉
が
聞
か
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。

私
が
子
ど
も
の
頃
は
、
「
食
べ
物
を

粗
末
に
し
な
い
」
と
言
わ
れ
、
ご
飯

粒

―
つ
も
残
さ
ず
食
べ
た
も
の
で
す

し
、
「
物
は
大
切
に
最
後
ま
で
使
う
」

す
ず

り

ば

ん

そ

う
こ
う

と
、
欠
け
た
硯
も
絆
創
背
で
く
つ
つ
け
て
も
使

っ
て
い
た
も
の
で
す
。
物
の
な
い
時
代
で
し
た

か
ら
、
大
人
が
実
行
し
て
子
ど
も
に
教
え
て
い

た
と
思
い
ま
す
。

ひ
と
昔
前
ま
で
の
家
庭
か
ら
で
る
ゴ
ミ
は
主

に
紙
・
金
属

・
ガ
ラ
ス

・
生
ゴ
ミ
で
し
た
。

紙

・
金
属
・
ガ
ラ
ス
は
集
め
に
来
て
く
れ
る
人

が
い
ま
し
た
し
、
鉄
屑
や
ガ
ラ
ス
瓶
は
お
店
に

持
っ
て
行
く
と
買
い
取

っ
て
く
れ
、
こ
れ
ら
は

溶
か
さ
れ
て
再
び
製
品
化
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

傘
な
ど
道
具
や
日
用
品
を
修
理
す
る
人
が
時
々

回
っ
て
き
て
く
れ
ま
し
た
。
生
ゴ
ミ
は
動
物
の

餌
に
な
っ
た
り
庭
や
畑
に
埋
め
ら
れ
て
自
然
の

循
環
の
中
に
組
み
込
ま
れ
無
駄
な
く
処
理
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
日
本
は
物
を
無
駄
に

し
な
い
、
ゴ
ミ
の
少
な
い
国
で
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
今
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

一
人

当
た
り
平
均
し
て
毎
日

一
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
ゴ
ミ

が
出
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
見
た
目
の
良
さ

と
清
潔
さ
、
手
間
と
時
間
の
省
略
、
あ
る
い
は

直
す
場
所
が
な
い
と
か
新
し
い
物
を
買
っ
た
方

が
安
い
な
ど
の
理
由
か
ら
、
ま
だ
使
え
る
物
で

も
安
易
に
買
い
換
え
た
り
、
食
べ
残
し
を
捨
て

ど
ん
な
物
に
も
そ
の
物
だ
け
が
も
つ
価
値
や

特
性
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら
を
最
大
限
引
き
出

し
、
有
効
活
用
し
て
や
る
こ
と
に
よ
り
物
は
生

か
さ
れ
命
を
全
う
し
て
い
き
ま
す
。
「も

っ
た

い
な
い
、
お
米
が
泣
い
て
い
る
よ
。
」
と
叱
る

母
親
は
、
お
米
は
八
十
八
の
手
を
経
て
作
ら
れ
、

人
に
食
べ
ら
れ
る
こ
と
を
命
と
し
て
生
ま
れ
て

く
る
と
教
え
ら
れ
て
育
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。ま

た
、
英
国
で
は
、
何
世
代
に
も
わ
た
っ
て

受
け
継
が
れ
て
き
た
家
具
を
、
宝
の
よ
う
に
大

切
に
し
、
か
つ
誇
り
に
し
て
い
る
と
言
わ
れ
ま

た
り
し
ま
す
。
そ
の
結
果
ゴ
ミ
の
批
は
増
え
続

け
て
い
ま
す
。

想随

き
ょ
う
い
く

す
。
手
間
暇
か
け
て
作
ら
れ
た
木
製
の
家
具
は
、

今
風
の
新
素
材
を
使

っ
て
作
ら
れ
る
物
と
は
違

っ
て
、
職
人
の
技
が
光
り
、
ま
さ
に
本
物
の
魅

力
に
溢
れ
て
い
ま
す
。
歴
代
の
家
族
が
い
と
お

し
み
慈
し
み
な
が
ら
使
用
し
て
き
た
ぬ
く
も
り

と
優
し
さ
が
染
み
こ
ん
で
い
る
の
で
、
そ
れ
を

使
う
人
の
心
に
お
の
ず
と
感
謝
の
念
が
わ
い
て

く
る
の
も
当
然
の
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
。

「
も
っ
た
い
な
い
」
は
物
の
命
を
全
う
さ
せ

る
こ
と
に
よ
り
、
物
を
大
切
に
す
る
心
を
育
て
、

無
駄
を
省
き
、
環
境
に
優
し
い
社
会
づ
く
り
に

つ
な
が

っ
て
い
き
ま
す
。

今
、
千
代
田
区
で
は
「
I
S
o
l
4
0
0
1
」

の
認
証
を
取
得
し
、
優
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
千
代
田
区
の
各

学
校
で
も
、
環
境
教
育
に
力
を
入
れ
大
批
消

費

・
大
最
廃
棄
の
日
常
生
活
を
見
直
し
て
い
ま

す
。未

来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
、
感
謝
の
気
持

ち
を
忘
れ
ず
、
消
牧
は
美
徳
と
い
わ
れ
る
現
代

社
会
の
中
に
あ

っ
て
も
、
「
も
っ
た
い
な
い
」
の

心
で
、
限
ら
れ
た
資
源
を
大
切
に
し
て
い
け
る

よ
う
願
い
な
が
ら
、
今
社
会
の
中
で
ど
の
よ
う

な
取
り
組
み
が
で
き
る
か
を
模
索
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

千
代
田
区
教
育
広
報
誌
「
か
け
は
し
」
で

は
、
皆
様
か
ら
の
声
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

ご
意
見

・
ご
感
想

・
ご
要
望
等
を
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。

次
号
か
け
は
し
は
、

＇ 教
育
広
報
「
か
け
は
し
」
第
穴
十
七
号

平
成
十
穴
年
十
二
月
十
七
日
発
行

編
集
発
行
千
代
田
区
毅
育
委
貝
会

千
代
田
区
九
段
南
一
丁
目
6
番

11
号

6
0
3
(3
2
6
4
)2
1
1
1
内
線

3
1
1
3

お子さんについての心配ごとは

3
月
発
行
予
定
で
す
。

不登校、 学業不振、 家庭でのしつけ、 発達の問

題など、お子さ んのことな ら何でもご相談 くださ

い。秘密は厳守いたします。

※相談日等は事前に電話でお申し込みください。

⑪ 教育研究所教育相談部
合 3256-8140
千代田区神田司町2-16
神田さくら館6F
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